
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
保
存
活
用
協
議
会

令
和
二
年
三
月

第
　
六
　
号



津
屋
崎
地
区
の
海
浜
型
古
墳
に
つ
い
て �

池
ノ
上　
　

宏

御
米
注
進
状
・
御
米
銭
注
進
状
に
み
る
宗
像
氏
貞
領
の
郷
村 �

桑
田　
　

和
明

最
後
の
大
宰
府
守
護
所
下
文
と
宗
像
大
宮
司
家 �

野
木　
　

雄
大

新
発
見
の
豊
臣
秀
吉
文
書
と
肥
後
宗
像
家 �

花
岡　
　

興
史 �

１

�

９

�

25

�

37

　

沖
ノ
島
研
究　

第
六
号　

目
次

�

61

�

67

�

81

《
調
査
報
告
》

沖
ノ
島
へ
の
眺
望 �

岡　
　
　
　

崇

北
九
州
市
若
松
区
小
竹
の
沖
津
宮
遥
拝
所
に
つ
い
て �

鎌
田
隆
徳
・
松
本
将
一
郎
・
大
高
広
和

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
に
関
わ
る
調
査
研
究
事
業　

二
〇
一
九
年
度
調
査
概
要



御
米
注
進
状
・
御
米
銭
注
進
状
に
み
る
宗
像
氏
貞
領
の
郷
村

桑
田　

和
明

は
じ
め
に

宗
像
大
社
の
社
家
で
あ
っ
た
嶺
家
が
所
蔵
し
た
「
嶺
文
書
」
に
は
、
天
正
八
年
（
一

五
八
〇
）
か
ら
天
正
十
四
年
ま
で
の
御
倉
納
さ
れ
る
諸
郷
の
御
米
注
進
状
と
御
米
銭
注

進
状
（
以
下
、
注
進
状
と
略
す
）
が
四
十
三
通
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
辰
二
月

十
五
日
に
改
め
ら
れ
た
注
進
状
の
目
録
が
の
こ
さ
れ
て
い
た
（
１
）
。
注
進
状
は
一
通
を

除
き
、
図
師
（
高
向
）
良
秀
・
豊
福
長
賀
・
吉
田
良
知
・
高
山
栄
秀
・
豊
福
秀
賀
・
嶺

氏
兼
が
連
署
し
て
い
る
（
２
）
。
高
向
良
秀
以
下
が
宗
像
社
の
社
僧
、
嶺
氏
兼
は
宗
像
氏

貞
の
家
臣
で
あ
っ
た
。

注
進
状
に
は
郷
村
か
ら
納
め
ら
れ
る
倉
納
高
が
書
か
れ
て
お
り
、
郷
内
の
社
領
か
ら

宗
像
社
の
倉
に
納
め
ら
れ
る
米
と
銭
の
注
進
状
と
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
家
臣
知
行
地
の

郷
村
の
各
坪
面
積
、
知
行
面
積
（
定
田
数
）、
畠
地
・
名
子
・
屋
敷
を
記
載
し
た
坪
付

状
と
は
異
な
る
。
家
臣
知
行
地
の
郷
村
に
つ
い
て
は
別
に
検
討
し
て
い
る
の
で
、
あ
わ

せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
（
４
）
。

元
禄
十
三
年
の
目
録
に
は
、
天
正
八
年
か
ら
天
正
十
四
年
ま
で
の
四
十
六
通
の
目
録

が
書
か
れ
て
い
る
。
現
在
確
認
で
き
る
文
書
は
表
一
の
よ
う
に
四
十
三
通
に
な
る
（
御

用
注
進
状
の
み
注
進
状
を
付
け
て
い
る
）。

表
一　

注
進
状
一
覧

年
号

郷
村
名

天
正
８
年

内
殿
郷　

村
山
田
郷　

田
野
郷　

池
田
郷

天
正
９
年

曲
村　

山
田
村　

御
米
注
進
状　

東
郷　

勝
浦
村

天
正
10
年

両
島　

村
山
田
郷　

東
郷　

曲
村　

遠
賀
庄　

内
浦
郷　

土
穴
郷　
　

御
用
注
進
状　

池
田
郷

天
正
11
年

泊
島　

内
殿
郷　

本
木
郷　

東
郷　

土
穴
郷　

山
田
村

山
口
郷　

曲
村　

田
野
郷

天
正
12
年

内
殿
郷　

東
郷　

山
田
村　

土
穴
郷　

田
野
郷

天
正
13
年

勝
浦
村　

在
自
郷　

池
田
郷　

村
山
田
郷　

内
殿
郷

天
正
14
年

本
木
郷　

村
山
田
郷　

田
野
郷　

池
田
郷　

山
口
郷

年
未
詳

曲
村

目
録
と
比
較
す
る
と
、
天
正
十
四
年
の
内
殿
郷
、
目
録
に
前
書
き
が
な
い
と
書
か
れ

た
前
闕
の
注
進
状
二
通
の
計
三
通
が
確
認
で
き
な
い
。
注
進
状
は
村
山
田
郷
・
田
野
郷
・

池
田
郷
・
曲
村
（
前
闕
一
通
を
含
む
：
年
未
詳
）・
東
郷
が
各
四
通
、
内
殿
郷
・
山
田
村
・

土
穴
郷
が
各
三
通
、
勝
浦
村
・
本
木
郷
・
御
用
注
進
状
・
山
口
郷
が
各
二
通
、
両
島
（
地

島
の
泊
・
白
浜
）・
遠
賀
庄
・
内
浦
郷
・
泊
島
（
地
島
の
泊
）・
在
自
郷
が
各
一
通
に
な

9



る
。
注
進
状
が
連
続
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
郷
村
は
な
く
、
単
年
度
の
郷
村
も
あ
る
。

両
島
注
進
状
に
は
地
島
の
泊
島
と
白
浜
が
書
か
れ
て
お
り
、
郷
村
の
数
は
御
用
注
進

状
を
除
く
と
十
六
に
な
る
（
５
）
。
注
進
状
は
連
続
し
て
残
っ
て
い
な
い
が
、『
宗
像
神
社

史
』
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
以
外
の
年
次
で
も
注
進
状
が
作
成
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
倉
納
地
が
設
定
さ
れ
て
い
た
郷
村
は
、
他
に
も
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
村
に
し
め
る
倉
納
地
の
割
合
も
不
明
で
あ
る
。
両
島
注

進
状
と
泊
島
注
進
状
は
、
検
麦
注
進
状
と
あ
る
よ
う
に
麦
の
注
進
状
に
な
る
。

本
稿
で
は
注
進
状
か
ら
、
倉
納
地
が
設
定
さ
れ
た
郷
村
の
倉
納
高
の
変
遷
、
そ
の
原

因
と
な
る
自
然
災
害
、「
立
用
分
」
と
書
か
れ
郷
村
に
留
保
（
控
除
）
さ
れ
た
堤
料
な

ど
の
灌
漑
・
治
水
関
係
、
郷
村
に
鎮
座
す
る
社
の
祭
事
関
係
、
年
中
行
事
な
ど
の
必
要

経
費
と
百
姓
・
名
子
の
記
載
な
ど
か
ら
倉
納
地
の
郷
村
の
様
子
を
み
て
い
き
た
い
。

一　

曲
村
の
注
進
状

注
進
状
の
う
ち
天
正
九
年
・
十
年
・
十
一
年
と
年
未
詳
の
四
通
の
注
進
状
が
残
さ
れ
、

倉
納
高
も
多
い
曲
村
（
宗
像
市
曲
）
の
収
量
と
立
用
分
と
を
あ
わ
せ
て
、
倉
納
高
の
変

化
を
み
る
こ
と
に
す
る
（
表
二
）。
年
未
詳
の
注
進
状
は
年
号
が
特
定
で
き
な
い
が
、

天
正
十
二
年
以
後
に
な
る
（
６
）
。
曲
村
は
釣
川
の
支
流
朝
町
川
の
下
流
域
に
位
置
し
て

い
る
。
朝
町
川
は
釣
川
と
同
様
に
勾
配
は
緩
や
か
で
、
曲
村
は
水
利
に
は
恵
ま
れ
る
が

大
雨
に
よ
る
氾
濫
で
水
害
を
受
け
や
す
い
郷
村
に
な
る
（
７
）
。

曲
村
の
収
納
に
は
、
公
田
升
・
給
升
・
渡
升
、
立
用
分
に
は
公
田
升
が
多
い
が
給
升

と
渡
升
も
使
わ
れ
て
い
る
。
公
銭
分
は
清
銭
と
さ
れ
、
御
検
畠
分
で
は
大
豆
が
収
納
さ

れ
て
お
り
、
収
納
に
は
給
升
が
使
わ
れ
て
い
る
。
他
の
郷
村
で
は
一
色
升
も
使
わ
れ
て

い
る
。
戦
国
時
代
に
は
升
が
統
一
さ
れ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
升
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
氏
貞

領
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。升
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
収
量
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
天
正
九
年
十
月
二
十
一
日
の
曲
村
天
正
九
年
御
米

銭
注
進
状
は
八
十
六
石
六
升
（『
大
社
文
書
』
二
〇
）、
天
正
十
年
十
月
十
一
日
の
曲
村

天
正
十
年
御
米
銭
注
進
状
は
七
十
九
石
六
斗
四
升
六
合
（『
大
社
文
書
』
二
八
）、
天
正

十
一
年
十
月
二
十
八
日
の
曲
村
天
正
十
一
年
御
米
銭
注
進
状
は
七
十
六
石
六
斗
七
升

（『
大
社
文
書
』
四
一
）、
前
闕
の
年
未
詳
十
月
二
十
一
日
の
曲
村
御
米
銭
注
進
状
は
五

十
四
石
五
斗
五
升
六
合
に
な
る
（『
大
社
文
書
』
五
三
）。
年
ご
と
に
収
量
が
減
っ
て
い

る
。
米
の
出
来
高
に
よ
っ
て
収
納
さ
れ
る
検
見
分
が
公
田
升
と
給
升
で
量
ら
れ
収
納
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
分
の
減
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

給
升
に
よ
る
瀬
戸
用
以
下
は
定
免
制
に
な
り
、
天
正
十
一
年
ま
で
一
定
で
あ
る
。
年

未
詳
の
注
進
状
は
前
闕
の
部
分
が
あ
る
が
、
御
用
作
米
（
渡
升
）
は
九
石
か
ら
八
石
に

な
り
「
此
外
二
石
不
作
、
二
段
分
引
之
」
と
あ
る
。
不
作
に
よ
っ
て
定
免
分
か
ら
も
差

し
引
か
れ
て
い
る
の
は
、不
作
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
夫
料
（
渡
升
）

は
九
石
か
ら
十
石
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
注
進
状
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
空
閑
名

依（
イ
他
出
）出作

除
之
」
の
一
石
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
年
未
詳
で
は
こ
の
記
述
が
な
い
。
空
閑

名
出
作
分
の
一
石
が
御
用
作
米
と
夫
料
の
そ
れ
ぞ
れ
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
す
れ
ば
御
用
作
米
は
九
石
の
う
ち
二
段
分
の
二
石
が
差
し
引
か
れ
、
出
作
分
一
石
が

加
え
ら
れ
八
石
と
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

年
未
詳
の
注
進
状
に
は
十
石
の
夫
料
に
続
け
て
「
此
外
十
石
、
新
夫
料
雖
在
之
、
第

三
宮
幷
鐘
楼
両
社
定
夫
勤
之
間
、
除
之
」
と
あ
っ
て
、
新
夫
料
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
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新
夫
料
は
本
来
、夫
役
で
あ
っ
た
が
天
正
十
一
年
ま
で
は
米
九
石
で
代
納
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
辺
津
宮
第
三
宮
と
鐘
楼
の
造
営
の
た
め
に
定
夫
役
と
さ
れ
て
い
る
（
８
）
。
次

に
御
名
子
四
人
御
用
作
と
同
新
夫
料
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
用
作
・
夫
料
・

新
夫
料
は
御
百
姓
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
（
注
進
状
に
は
「
御
百
性
」
と
あ
る
が
、
引

用
史
料
を
除
き
御
百
姓
と
す
る
）。

御
名
子
四
人
御
用
作
（
渡
升
）
四
石
と
同
新
夫
料
四
石
は
定
免
で
あ
っ
た
が
、
年
未

詳
の
注
進
状
で
は
御
名
子
五
人
御
用
作
二
石
と
さ
れ
、「
此
外
三
石
不
作
、三
段
分
引
之
、

幷
新
夫
料
五
石
、
両
社
定
夫
勤
之
間
、
除
之
」
と
あ
っ
て
、
新
夫
料
は
書
か
れ
て
い
な

い
。
御
名
子
に
対
す
る
御
用
作
は
名
子
が
四
人
か
ら
五
人
に
増
え
た
の
で
五
石
で
あ
っ

た
が
、
不
作
の
た
め
二
石
と
さ
れ
て
い
る
。
新
夫
料
も
五
石
で
あ
っ
た
が
、
御
百
姓
と

同
様
に
辺
津
宮
第
三
宮
と
鐘
楼
造
営
の
た
め
定
夫
役
と
さ
れ
て
い
る
。

立
用
分
は
、
天
正
九
年
が
十
石
六
斗
四
升
、
天
正
十
年
が
十
二
石
三
斗
四
升
、
天
正

十
一
年
が
十
二
石
一
斗
四
升
、
年
未
詳
が
十
石
八
斗
四
升
に
な
る
。
年
未
詳
を
除
け
ば

収
量
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
立
用
分
は
増
加
し
て
い
る
。
鷹
見
宮
九
日
祭

（
公
田
升
）
五
石
一
斗
と
同
宮
年
中
御
神
米
（
公
田
升
）
八
斗
四
升
、「
御
百
性
御
名
子

其
外
節
合
」（
給
升
）
二
石
三
斗
と
帳
帋
彼
是
（
渡
升
）
一
石
は
変
わ
ら
な
い
。

灌
漑
・
治
水
用
の
島
廻
堤
（
公
田
升
）
は
四
斗
（
天
正
九
年
）
か
ら
五
斗
（
天
正
十
年
・

十
二
年
）、三
斗
（
年
未
詳
）、宮
畔
（
公
田
升
）
は
三
斗
の
ま
ま
、河
原
田
堤
（
公
田
升
）

は
年
未
詳
に
書
か
れ
て
い
な
い
が
二
斗
の
ま
ま
、
扇
堤
（
公
田
升
）
は
二
斗
（
天
正
九

年
）
か
ら
以
後
、三
斗
に
増
加
し
て
い
る
。
橋
町
堤
（
公
田
升
）
は
三
斗
（
天
正
九
年
）

か
ら
二
斗
（
天
正
十
一
年
）
と
減
少
し
て
い
る
。
天
正
十
年
に
な
る
と
新
た
に
中
原
田

堤
か
ら
命
町
堤
ま
で
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
下
樋
町
と
あ
る
の
は
堤
が
脱
で
あ

ろ
う
。
天
正
十
一
年
以
下
の
変
化
は
表
二
を
参
照
。
天
正
九
年
の
河
崎
大
橋
は
天
正
十

一
年
に
河
崎
橋
と
あ
る
の
と
同
じ
橋
で
あ
ろ
う
。
天
正
九
年
の
堤
・
橋
料
は
一
石
四
斗

で
あ
っ
た
が
、
三
石
一
斗
（
天
正
十
年
・
十
一
年
）、
一
石
六
斗
（
年
未
詳
）
と
な
っ
て
、

天
正
十
年
・
十
一
年
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
天
正
十
年
の
注
進
状
に

は
「
右
内
堤
料
過
分
ニ
雖
在
之
、
両
度
俄
之
依
洪
水
、
御
公
田
損
失
之
間
、
各
以
見
懸

之
立
用
之
」、天
正
十
一
年
の
注
進
状
に
は
「
堤
料
過
分
ニ
雖
在
之
、公
田
余
損
失
之
間
、

各
以
見
懸
之
相
当
半
分
、
立
用
之
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
堤
と
と
も
に
書
か
れ
た
地

名
は
現
在
の
曲
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
年
未
詳
に
な
る
と
、
河
原
田
堤
以
下

が
書
か
れ
て
い
な
い
。
維
持
管
理
料
が
不
要
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
堤
に
は

溜
池
の
意
味
も
あ
る
が
、
曲
の
中
心
部
に
は
朝
町
川
が
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
治
水

の
た
め
の
堤
を
さ
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
他
の
郷
村
で

は
、
灌
漑
施
設
の
使
用
料
、
維
持
管
理
の
た
め
と
思
わ
れ
る
井
手
料
（
井
料
）
が
み
ら

れ
る
。

注
進
状
か
ら
は
天
正
十
年
の
二
度
に
わ
た
る
大
雨
に
よ
る
洪
水
で
堤
が
決
壊
し
、
公

田
が
損
失
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
の
堤
の
修
理
・
管
理
に
加
え
て
、

新
た
な
堤
の
造
営
料
と
管
理
料
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
堤
料
は
見
懸
け
（
検
見
）

に
よ
っ
て
、
相
当
額
の
半
分
が
計
上
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。

清
銭
で
収
め
る
公
銭
分
の
合
計
で
あ
る
清
料
は
十
五
貫
五
三
五
文
（
天
正
九
年
）、

十
六
貫
五
一
五
文
（
天
正
十
年
）、
十
五
貫
三
八
〇
文
（
天
正
十
一
年
）、
九
貫
四
六
六

文
（
年
未
詳
）
と
あ
っ
て
、
年
未
詳
分
の
減
少
が
大
き
い
。
田
付
銭
は
五
貫
三
一
八
文

（
天
正
九
年
）
か
ら
次
第
に
減
少
し
て
い
る
が
、
年
未
詳
で
は
わ
ず
か
に
八
七
三
文
に

な
る
。
検
注
銭
は
三
貫
七
十
七
文
（
天
正
九
年
）
か
ら
五
貫
二
六
九
文
（
天
正
十
年
）、
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表
二　

曲
村
の
注
進
状

項
目

天
正
９
年

天
正
10
年

天
正
11
年

年
未
詳

御
検
見
分
（
公
田
升
）

11
石
６
斗
５
升
１
合

５
石
７
斗
２
升
４
合

５
石
６
斗
７
升
６
合

（
前
闕
）

御
検
見
分
（
給
升
）

12
石
２
斗
１
升
９
合

11
石
７
斗
３
升
２
合

８
石
８
斗
４
合

（
前
闕
）

瀬
戸
用
（
給
升
）

11
石
７
斗
９
升
（
１
石
３
斗
１
升
）
11
石
７
斗
９
升
（
１
石
３
斗
１
升
）
11
石
７
斗
９
升
（
１
石
３
斗
１
升
）
（
前
闕
）

公
方
用
（
公
田
升
）

15
石
４
斗
（
１
石
１
斗
）

15
石
４
斗
（
１
石
１
斗
）

15
石
４
斗
（
１
石
１
斗
）

（
前
闕
）

御
用
作
（
渡
升
）

９
石
（
１
石
）

９
石
（
１
石
）

９
石
（
１
石
）

８
石
（
註
６
）

夫
料
（
渡
升
）

９
石
（
１
石
）

９
石
（
１
石
）

９
石
（
１
石
）

10
石
（
註
７
）

新
夫
料
（
渡
升
）

９
石
（
１
石
）

９
石
（
１
石
）

９
石
（
１
石
）

記
載
無
し

御
名
子
四
人
御
用
作
（
渡
升
）

４
石
（
２
石
）

４
石
（
２
石
）

４
石
（
１
石
）「
御
名
子
御
用
作
」
２
石
（
註
８
）
「
御
名
子
五
人
御
用
作
」

同
新
夫
料
（
渡
升
）

４
石
（
１
石
）

４
石
（
１
石
）

４
石
（
１
石
）

記
載
無
し　

合
計

86
石
６
升

79
石
６
斗
４
升
６
合

76
石
６
斗
７
升

54
石
５
斗
５
升
６
合　

鷹
見
宮
九
日
祭
（
公
田
升
）

５
石
１
斗

５
石
１
斗

５
石
１
斗

５
石
１
斗

同
宮
年
中
御
神
米
（
公
田
升
）

８
斗
４
升

８
斗
４
升

８
斗
４
升

８
斗
４
升

島
廻
堤
（
公
田
升
）

４
斗

５
斗

５
斗

３
斗

宮
畔
（
公
田
升
）

３
斗

３
斗

３
斗

３
斗

河
原
田
堤
（
公
田
升
）

２
斗

２
斗

２
斗　
　

扇
堤
（
公
田
升
）

２
斗

３
斗

３
斗

３
斗

橋
町
堤
（
公
田
升
）

３
斗

２
斗

中
河
原
田
堤
（
公
田
升
）

２
斗

尻
高
堤
（
公
田
升
）

２
斗　
　
　
　
　

下
樋
町
（
公
田
升
）

２
斗

河
崎
大
橋
（
公
田
升
）

５
斗

３
斗
（
河
崎
橋
）

下
河
原
田
堤
（
公
田
升
）

２
斗

政
所
堤
（
公
田
升
）

２
斗

３
斗

５
斗

命
町
堤
（
公
田
升
）

３
斗　
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唐
禰
町
堤
（
公
田
升
）

３
斗

恒
副
堤
（
公
田
升
）

１
斗

坂
口
両
所
堤
（
公
田
升
）

３
斗

地
頭
町
堤
（
公
田
升
）

１
斗

小
橋
（
公
田
升
）

２
斗

２
斗

御
百
性
御
名
子
其
外
節
合
（
給
升
）

２
石
３
斗

２
石
３
斗

２
石
３
斗

２
石
３
斗

帳
帋
彼
是
（
渡
升
）

１
石

１
石

１
石

１
石

合
計
（
立
用
分
）

10
石
６
斗
４
升

12
石
３
斗
４
升
（
註
２
）

12
石
１
斗
４
升
（
註
４
）

10
石
８
斗
４
升

御
倉
納

75
石
４
斗
２
升

67
石
３
斗
６
合

64
石
５
斗
３
升

43
石
７
斗
１
升
６
合

公
銭
分

田
付
銭

５
貫
３
１
８
文

４
貫
２
０
６
文

３
貫
２
２
４
文

８
７
３
文

検
注
銭

３
貫
７
７
文

５
貫
２
６
９
文

５
貫
１
１
６
文

２
貫
８
８
３
文

御
百
性
定
銭
（
註
１
）

５
貫
３
６
０
文

５
貫
３
６
０
文

５
貫
３
６
０
文

３
貫
９
３
０
文
（
註
９
）

浮
屋
敷
銭

１
貫
３
７
０
文

１
貫
２
７
０
文
（
註
３
）

１
貫
２
７
０
文
（
註
５
）

１
貫
３
７
０
文

浮
畠
地
銭

４
１
０
文

４
１
０
文

４
１
０
文

４
１
０
文

合
計
（
清
料
）

15
貫
５
３
５
文

16
貫
５
１
５
文

15
貫
３
８
０
文

９
貫
４
６
６
文

御
検
畠
分
（
給
升
）
大
豆

１
石
８
斗
５
升

１
石
６
斗

１
石
４
斗
３
升

５
石
５
斗
６
升
（
註
10
）

＊
項
目
の
名
称
は
天
正
十
年
の
注
進
状
に
よ
る
。（　

）
内
の
升
は
使
用
さ
れ
た
升
の
名
称
。

＊
瀬
戸
用
か
ら
新
夫
料
ま
で
の
（　

）
内
の
高
は
、「
空
閑
名
依
出
作
除
之
」
分
の
高
。
表
中
の
合
計
に
は
加
え
て
い
な
い
。
天
正
十
年
の
注
進
状
に
は
「
空
閑
名
依
他
出
除
之
」
と
あ
る
。

＊
御
名
子
四
人
御
用
作
と
同
新
夫
料
の
（　

）
内
の
高
は
、「
御
名
子
両
人
、
公
物
依
仕
負
出
作
分
除
之
」
分
の
高
。
表
中
の
合
計
に
は
加
え
て
い
な
い
。

　

註
１　
「
此
外
五
百
七
十
文
、
空
閑
名
分
除
之
」。
天
正
十
一
年
の
注
進
状
ま
で
同
じ
。

　

註
２　
「
右
内
堤
料
過
分
ニ
雖
在
之
、
両
度
俄
之
依
洪
水
、
御
公
田
損
失
之
間
、
各
以
見
懸
之
立
用
之
」

　

註
３　
「
此
外
百
文
、
小
屋
敷
一
所
、
占
部
種
安
依
錯
乱
暫
住
之
間
、
除
之
」

　

註
４　
「
堤
料
過
分
ニ
雖
在
之
、
公
田
余
損
失
之
間
、
各
以
見
懸
之
相
当
半
分
、
立
用
之
」

　

註
５　
「
此
外
百
文
、
小
屋
敷
一
ケ
所
、
占
部
種
安
依
暫
住
除
之
」

　

註
６　
「
此
外
二
石
不
作
、
二
段
分
引
之
」

　

註
７　
「
此
外
十
石
、
新
夫
料
雖
在
之
、
第
三
宮
幷
鐘
楼
両
社
定
夫
勤
之
間
、
除
之
」

　

註
８　
「
御
名
子
五
人
御
用
作
」「
此
外
三
石
不
作
、
三
段
分
引
之
、
幷
新
夫
料
五
石
、
両
社
定
夫
勤
之
間
、
除
之
」

　

註
９　
「
此
外
ニ
田
代
拾
六
町
弐
段
三
百
歩
、
依
不
作
名
別
ニ
勘
合
引
之
」

　

註
10　
「
但
、
田
代
依
不
作
畠
地
分
ニ
加
之
」
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五
貫
一
一
六
文
（
天
正
十
一
年
）
と
両
年
は
増
加
し
て
い
る
が
、
年
未
詳
で
は
二
貫
八

八
三
文
と
減
少
し
て
い
る
。
天
正
十
年
・
十
一
年
は
洪
水
に
よ
る
影
響
で
検
注
銭
が
増

加
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

浮
屋
敷
銭
は
天
正
十
年
・
十
一
年
に
一
〇
〇
文
減
じ
て
い
る
が
、「
此
外
百
文
、
小

屋
敷
一
所
、
占
部
種
安
依
錯
乱
暫
住
之
間
、
除
之
」（
天
正
十
年
）、「
此
外
百
文
、
小

屋
敷
一
ケ
所
、
占
部
種
安
依
暫
住
除
之
」（
天
正
十
一
年
）
と
あ
る
。
錯
乱
と
書
か
れ

て
い
る
よ
う
に
、
戦
乱
に
よ
り
占
部
種
安
が
曲
村
に
避
難
し
、
小
屋
敷
を
造
営
し
た
こ

と
に
よ
り
一
〇
〇
文
が
除
か
れ
て
い
る
が
、
本
来
、
定
銭
で
あ
っ
た
。
御
百
姓
定
銭
五

貫
三
六
〇
文
は
天
正
十
一
年
ま
で
は
同
額
で
あ
る
が
、
年
未
詳
で
は
三
貫
九
三
〇
文
と

書
か
れ
て
い
る
。「
此
外
ニ
田
代
拾
六
町
弐
段
三
百
歩
、
依
不
作
名
別
ニ
勘
合
引
之
」

と
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
不
作
の
影
響
が
定
銭
に
も
及
ん
で
い
る
。

公
銭
分
は
浮
畠
地
銭
が
一
定
で
あ
る
が
、
御
百
姓
定
銭
・
浮
屋
敷
銭
も
、
本
来
、
定

免
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

御
検
畠
分
と
書
か
れ
た
給
升
に
よ
り
大
豆
で
換
算
さ
れ
た
畠
の
検
見
分
は
、
一
石
八

斗
五
升
（
天
正
九
年
）、
一
石
六
斗
（
天
正
十
年
）、
一
石
四
斗
三
升
（
天
正
十
一
年
）

で
あ
る
が
、
年
未
詳
で
は
五
石
五
斗
六
升
と
書
か
れ
て
い
る
。
注
記
に
「
但
、
田
代
依

不
作
畠
地
分
ニ
加
之
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
田
代
の
不
作
に
よ
っ
て
田
代
が
畠

地
分
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
不
作
の
影
響
が
あ
っ
た
。

重
複
す
る
が
御
百
姓
と
御
名
子
の
記
載
を
確
認
す
る
。
天
正
九
年
の
注
進
状
で
収
量

の
う
ち
「
四
石
同
（
渡
升
）
升
御
名
子
四
人
御
用
作　
此
外
弐
石
、
御
名
子
両
人
、
公
物
依
仕
負
出
作
分

除
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
御
名
子
四
人
の
御
用
作
で
あ
る
が
、
こ
の
他
の
二
石
は
御
名

子
二
人
が
「
公
物
依
仕
負
」
の
た
め
の
出
作
分
で
あ
り
除
か
れ
て
い
る
。
四
人
の
御
名

子
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
。
続
け
て
書
か
れ
て
い
る
同
新
夫
料
四
石
は
御
名
子
四
人

に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
立
用
分
の
な
か
に
「
二
石
三
斗
給
升　

御
百
性
御
名
子
其
外

節
合
ニ
立
用
之
」、倉
納
さ
れ
る
公
銭
分
の
な
か
に「
五
貫
三
百
六
拾
文　

御
百
性
定
銭
」

と
あ
る
。

天
正
十
年
の
注
進
状
の
御
百
姓
と
御
名
子
は
天
正
九
年
と
同
じ
。
天
正
十
一
年
の
注

進
状
で
は
、
収
量
の
う
ち
四
石
は
「
四
石
同
升　

御
名
子
御
用
作　
此
外
壱
石
、
依
出
作

除
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
出
作
分
が
二
石
か
ら
一
石
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
は
天
正

九
年
と
同
じ
。

年
未
詳
の
注
進
状
は
前
闕
だ
が
「
弐
石
同
（
渡
升
）

升　

御
名
子
五
人
御
用
作　
此
外
三
石
不
作
、

三
段
分
引
之
、
幷
新
夫
料
五
石
、
両
社
定
夫
勤
之
間
、
除
之
」
と
あ
る
。
御
百
姓
・
御
名
子
の

節
会
に
立
用
分
は
天
正
九
年
と
同
じ
。
公
銭
分
は「
三
貫
九
百
三
十
文　

御
百
性
定
銭
」

と
あ
る
よ
う
に
減
じ
て
い
る
。
御
名
子
が
四
人
か
ら
五
人
に
増
え
、
御
用
作
は
二
石
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
不
作
で
三
段
分
の
三
石
が
引
か
れ
、新
夫
料
五
石
は
両
社（
第

三
宮
・
鐘
楼
）
の
定
夫
を
勤
め
て
い
る
の
で
除
く
と
あ
る
。

立
用
分
の
鷹
見
宮
九
日
祭
五
石
一
斗
、
同
宮
年
中
御
神
米
八
斗
四
升
、
御
百
姓
・
御

名
子
其
外
節
会
二
石
三
斗
、
帳
帋
彼
是
一
石
は
収
量
と
倉
納
高
が
減
少
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
、
立
用
分
と
さ
れ
曲
村
に
留
保
さ
れ
て
い
た
。
鷹
見
宮
は
宗
像

社
の
末
社
に
は
み
え
な
い
が
、
曲
に
鎮
座
す
る
鷹
見
神
社
に
な
る
（
９
）
。
節
会
は
本
来
、

朝
廷
の
節
日
に
行
わ
れ
た
年
中
行
事
。
後
述
す
る
よ
う
に
他
の
郷
村
で
も
立
用
さ
れ
て

い
る
が
、曲
村
で
は
御
百
姓
と
御
名
子
が
主
体
と
な
り
、節
日
に
行
わ
れ
る
行
事
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
名
子
は
郷
村
に
属
し
、
農
作
業
に
従
事
す
る
下
層
の
農
民
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
御
百
姓
と
と
も
に
御
名
子
と
書
か
れ
た
よ
う
に
、
曲
村
の
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構
成
員
の
一
員
で
あ
っ
た
。

曲
村
の
村
社
で
あ
っ
た
高
見
宮
は
百
姓
・
名
子
の
信
仰
を
集
め
て
お
り
、
百
姓
は
九

日
祭
の
運
営
、
年
中
御
神
米
立
用
と
あ
る
鷹
見
宮
の
管
理
に
も
携
わ
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
帳
帋
彼
是
立
用
分
も
鷹
見
宮
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

天
正
十
年
の
両
度
に
わ
た
る
洪
水
に
よ
る
堤
料
の
増
加
は
、
曲
村
の
百
姓
と
注
進
状

に
署
名
し
た
六
名
と
の
交
渉
で
、
見
懸
け
相
当
額
の
半
分
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鷹
見
宮
の
祭
事
・
御
神
米
、
節
会
の
留
保
分
と
あ
わ
せ
、
百
姓
に
よ
る
村
の
自
治
機
能

の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

二　

そ
の
他
の
郷
村
の
注
進
状

こ
こ
で
は
曲
村
以
外
の
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
村
に
つ
い
て
、
年
次
ご
と
に
収
量
、
立
用
分
、

倉
納
高
を
表
三
に
掲
げ
る
（
煩
雑
に
な
る
の
で
表
で
は
史
料
番
号
を
省
略
し
た
）。
曲

村
の
よ
う
な
不
作
に
関
す
る
記
述
は
確
認
で
き
な
い
。
立
用
分
は
次
章
で
検
討
す
る
。

注
進
状
の
う
ち
村
山
田
郷
・
勝
浦
村
（
天
正
九
年
分
）・
内
浦
郷
は
、
収
量
と
倉
納

高
の
み
が
書
か
れ
て
い
る
。

内
殿
郷
の
場
合
、
天
正
八
年
の
注
進
状
は
収
量
二
十
石
七
斗
九
升
七
合
の
う
ち
御
土

貢
米
が
十
五
石
六
斗
二
升
七
合
、
御
用
作
米
が
五
石
一
斗
七
升
。
天
正
十
一
年
・
十
二

年
・
十
三
年
の
注
進
状
で
は
御
用
作
米
は
同
じ
高
で
あ
る
（『
大
社
文
書
』
一
六
・
三

五
・
四
三
・
参
考
七
）。
山
田
村
は
天
正
九
年
の
注
進
状
で
は
収
量
四
石
五
斗
二
升
の

う
ち
御
土
貢
米
三
石
五
斗
七
升
、
御
用
作
米
が
九
斗
五
升
、
天
正
十
一
年
・
十
二
年
の

注
進
状
米
で
は
御
用
作
米
は
同
じ
高
で
あ
る
（『
大
社
文
書
』
二
一
・
三
九
・
四
五
）。

土
穴
郷
は
天
正
十
年
の
注
進
状
は
収
量
が
十
一
石
六
斗
七
升
三
合
の
う
ち
御
土
貢
米
が

四
石
三
斗
三
升
二
合
、
加
地
子
米
が
三
石
五
斗
八
升
一
合
、
御
用
作
米
が
三
石
七
斗
六

升
。
天
正
十
一
年
・
十
二
年
の
注
進
状
で
は
御
用
作
米
は
同
じ
高
で
あ
る
（『
大
社
文

書
』
三
一
・
三
八
・
四
六
）。
山
口
郷
は
天
正
十
一
年
の
注
進
状
は
収
量
十
四
石
九
斗

六
升
五
合
の
う
ち
御
土
貢
米
が
立
用
分
を
引
か
れ
五
石
一
斗
二
升
五
合
、
加
地
子
米
が

四
石
三
斗
五
升
、
御
用
作
米
が
三
石
五
斗
九
升
（『
大
社
文
書
』
四
〇
）。
天
正
十
四
年

の
注
進
状
は
立
用
分
が
後
闕
の
た
め
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、
御
用
作
米
は
同
じ
高
で
あ

る
（『
大
社
文
書
』
五
二
）。
在
自
郷
は
天
正
十
三
年
の
注
進
状
だ
け
が
の
こ
さ
れ
て
お

り
、
収
量
五
石
九
斗
七
升
七
合
の
う
ち
本
米
が
三
石
四
斗
五
升
一
合
、
頭
物
が
一
石
二

升
六
合
、
御
用
作
米
が
一
石
五
斗
と
あ
る
（『
大
社
文
書
』
参
考
四
）。
頭
物
は
不
明
だ

が
本
米
が
御
土
貢
米
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
御
土
貢
米
・
加
地
子
米
は
検
見
に
よ
っ
て
変
動
し
、
御
用
作
米

は
定
免
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
村
山
田
郷
・
東
郷
の
注
進
状
で
は
そ
れ
ぞ
れ
収
量
・

倉
納
高
が
変
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
立
用
分
を
含
め
た
収
量
・
倉
納
高
だ
け
が
書
か

れ
た
注
進
状
は
、
御
土
貢
米
の
注
進
状
に
な
る
。
曲
村
で
は
公
田
升
と
給
升
に
よ
っ
て

収
納
さ
れ
る
検
見
分
が
、
御
土
貢
米
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

天
正
九
年
の
御
用
注
進
状
は
収
量
十
五
石
四
斗
一
升
四
合
の
う
ち
御
土
貢
米
が
八
石

六
斗
四
升
四
合
、
諸
郷
御
用
作
が
六
石
七
斗
七
升
（『
大
社
文
書
』
二
二
）。
翌
年
の
御

用
注
進
状
は
収
量
十
二
石
二
斗
四
升
四
合
の
う
ち
御
土
貢
米
が
七
石
八
斗
一
升
四
合
、

御
用
作
米
が
四
石
四
斗
三
升
で
御
用
作
米
が
減
じ
て
お
り
一
定
で
は
な
い
（『
大
社
文

書
』
三
二
）。
立
用
分
は
穂
懸
五
升
・
秣
一
斗
二
升
・
盆
米
一
斗
五
升
が
共
通
、
天
正

十
年
に
は
公
文
三
斗
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
天
正
十
年
の
注
進
状
に
は
御
用
作
米
と
あ
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表
三　

そ
の
他
の
郷
村
の
収
量
・
立
用
分
・
倉
納
高

郷
村
名

年
号

収
量

立
用
分

倉
納
高

銭
納
分

立
用
分

倉
納
高
（
清
料
）

内
殿
郷

天
正
８
年

20
石
７
斗
９
升
７
合

１
石
５
斗

19
石
２
斗
９
升
７
合

１
貫
６
１
７
文

0

１
貫
６
１
７
文

天
正
11
年

22
石
４
斗
９
升
４
合

１
石
５
斗

20
石
９
斗
９
升
４
合

１
貫
５
９
９
文

0

１
貫
５
９
９
文

天
正
12
年

21
石
２
斗
７
升
２
合

１
石
５
斗

19
石
７
斗
７
升
２
合

１
貫
４
２
７
文

0

１
貫
４
２
７
文

天
正
13
年

25
石
９
斗
２
升
５
合

１
石
５
斗

24
石
４
斗
２
升
５
合

１
貫
６
６
２
文

0

１
貫
６
６
２
文

村
山
田
郷

天
正
８
年

４
石
８
斗
８
升
６
合

0

４
石
８
斗
８
升
６
合

天
正
10
年

５
石
３
斗
８
升
５
合

0

５
石
３
斗
８
升
５
合

天
正
13
年

10
石
３
斗
３
升
２
合

0

10
石
３
斗
３
升
２
合

天
正
14
年

６
石
８
斗
７
升
１
合

0

６
石
８
斗
７
升
１
合　

田
野
郷

天
正
８
年

２
石
２
斗
７
升
７
合

３
斗

１
石
９
斗
７
升
７
合

天
正
11
年

３
石
８
合

５
斗

２
石
５
斗
８
合

天
正
12
年

２
石
７
斗
４
升
５
合

９
斗
４
升

１
石
８
斗
５
合

天
正
14
年

２
石
２
斗
８
升
１
合

５
斗

１
石
７
斗
８
升
１
合

池
田
郷

天
正
８
年

７
石
３
斗
６
升
６
合

３
斗

７
石
６
升
６
合　

天
正
10
年

12
石
３
斗
４
升
３
合

４
斗

11
石
９
斗
４
升
３
合

天
正
13
年

12
石
３
斗
５
升
３
合

４
斗

11
石
９
斗
５
升
３
合

天
正
14
年

8
石
２
斗
１
升
７
合

４
斗

７
石
８
斗
１
升
７
合

山
田
村

天
正
９
年

４
石
５
斗
２
升

７
斗

３
石
８
斗
２
升

１
貫
２
４
６
文

１
０
０
文

１
貫
１
４
６
文

天
正
11
年

３
石
６
斗
１
升
７
合

７
斗

２
石
９
斗
１
升
７
合

１
貫
３
５
８
文

１
０
０
文

１
貫
２
５
８
文

天
正
12
年

３
石
７
斗
９
升
５
合

７
斗

３
石
９
斗
５
合

１
貫
３
９
９
文

１
０
０
文

１
貫
２
９
９
文

御
用
注
進
状

天
正
９
年

15
石
４
斗
１
升
４
合

６
斗
２
升

14
石
７
斗
９
升
４
合

天
正
10
年

12
石
２
斗
４
升
４
合

３
斗
２
升

11
石
９
斗
２
升
４
合
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東
郷

天
正
９
年

８
石
１
升
２
合

２
斗

７
石
８
斗
１
升
２
合

天
正
10
年

８
石
９
斗
２
升
４
合

２
斗
５
升

８
石
６
斗
７
升
４
合

天
正
11
年

４
石
７
斗
６
升

２
斗

４
石
５
斗
６
升

天
正
12
年

４
石
４
升
３
合

２
斗

３
石
８
斗
４
升
３
合

勝
浦
村

天
正
９
年

６
石
２
斗
５
升
８
合

0

６
石
２
斗
５
升
８
合

天
正
13
年

６
石
９
斗
８
升

３
斗

６
石
６
斗
８
升

両
島
（
泊
島
・
白
浜
）
天
正
10
年

４
石
８
斗
５
升

２
石
２
斗
１
升

２
石
６
斗
４
升

泊
島

天
正
11
年

１
石
１
斗
６
升

９
斗

２
斗
６
升

遠
賀
庄

天
正
10
年

60
石
２
斗
５
升

41
石
８
斗
２
升
６
合

18
石
４
斗
２
升
４
合

内
浦
郷

天
正
10
年

18
石
５
斗
９
升
９
合

0

18
石
５
斗
９
升
９
合

土
穴
郷

天
正
10
年

11
石
６
斗
７
升
３
合

１
石
２
斗
５
升

10
石
４
斗
２
升
３
合

天
正
11
年

10
石
６
斗
７
升
６
合

１
石
２
斗
５
升

９
石
４
斗
２
升
７

（
マ
マ
）合

天
正
12
年

11
石
４
合

１
石
２
斗
５
升

９
石
７
斗
５
升
４
合

本
木
郷

天
正
11
年

18
石
１
斗
３
升
８
合

２
斗

17
石
９
斗
３
升
８
合

６
８
２
文

0

６
８
２
文

天
正
14
年

７
石
９
斗
４
升
９
合

２
斗

７
石
７
斗
４
升
９
合

９
８
０
文

0

９
８
０
文

山
口
郷

天
正
11
年

14
石
９
斗
６
升
５
合

１
石
９
斗

13
石
６
升
５
合

天
正
14
年

13
石
３
斗
８
升
４
合

（
後
闕
）

在
自
郷

天
正
13
年

５
石
９
斗
７
升
７
合

２
斗
５
升

５
石
７
斗
２
升
７
合

＊
注
進
状
に
収
量
合
計
が
あ
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
注
進
状
に
収
量
・
立
用
分
の
合
計
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
適
宜
、
数
量
を
計
算
し
て
記
載
し
た
が
、
倉
納
高
と
数
量
が
あ
わ
な
い
場
合
が
あ
る
。

＊
両
島
注
進
状
の
泊
島
は
収
量
が
一
石
一
升
、
立
用
分
が
九
斗
、
倉
納
高
が
一
斗
一
升
。
白
浜
は
収
量
が
二
石
八
斗
四
升
、
立
用
分
が
一
石
三
斗
一
升
、
倉
納
高
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
一
石
六
斗
四
升
に
な
る
（『
大
社
文
書
』
二
五
）。

こ
れ
に
「
今
御
倉
納
」
と
あ
る
「
定
麦
」
一
石
を
加
え
て
、
二
石
六
斗
四
升
が
倉
納
と
さ
れ
て
い
る
。「
定
麦
」
一
石
は
白
浜
の
次
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
或
い
は
こ
の
一
石
は
泊
・
白
浜
を
併
せ
た
可
能
性
も
あ
る
。
表
で
は
、
泊
島
・

白
浜
を
合
計
し
た
数
量
を
掲
載
し
た
。
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る
が
、
天
正
九
年
の
注
進
状
に
は
「
諸
郷
御
用
作
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
御
用
作
米
が

変
動
し
て
い
る
こ
と
、
公
文
三
斗
の
有
無
と
あ
わ
せ
て
、
御
用
注
進
状
は
い
く
つ
か
の

郷
村
を
集
約
し
た
注
進
状
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

個
別
に
注
進
状
を
み
る
と
遠
賀
庄
は
天
正
十
年
の
注
進
状
で
六
十
石
二
斗
五
升
の
収

量
に
対
し
、
立
用
分
四
十
一
石
八
斗
二
升
六
合
は
高
蔵
宮
年
中
御
神
米
に
な
る
（『
大

社
文
書
』
二
九
）。
曲
村
を
除
き
他
の
郷
村
で
は
一
色
升
で
倉
納
さ
れ
て
い
る
が
、
遠

賀
庄
で
は
納
升
で
倉
納
さ
れ
て
い
る
。
高
蔵
宮
（
岡
垣
町
：
高
倉
宮
）
は
宗
像
社
の
末

社
で
は
な
い
が
遠
賀
庄
の
惣
社
で
あ
り
、
立
用
分
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
10
）
。

本
木
郷
は
天
正
十
一
年
の
注
進
状
で
は
二
斗
の
立
用
分
を
含
め
十
八
石
一
斗
三
升
八
合

の
収
量
で
あ
っ
た
が
、
天
正
十
四
年
の
注
進
状
で
は
二
斗
の
立
用
分
を
含
め
七
石
九
斗

四
升
九
合
の
収
量
と
な
っ
て
お
り
、
大
き
く
減
少
し
て
い
る
（『
大
社
文
書
』
三
六
・

四
八
）。
こ
れ
は
天
正
十
一
年
の
注
進
状
に
は
「
荒
名
出
作
分
」
十
一
石
八
斗
が
含
ま

れ
て
い
た
が
、天
正
十
四
年
の
注
進
状
で
は
こ
の
分
が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

田
野
郷
の
天
正
十
二
年
の
注
進
状
に
は
「
合　

弐
石
七
斗
四
升
五
合
内　

壱
斗　

波

折
ニ
立
用
之
、　

壱
斗　

与
里
岳
立
用
之
、　　

壱
斗　

森
岳
ニ
立
用
之
、
六
斗
四
升　

当
春
銀
子
十
文
目　
御
百
性
中
取
替
之
、
分
米
渡
升
一
石
六
斗
勘
渡
之
、
残
而
壱
石
八
斗
五

合
一
色
升　

御
倉
納
之
」
と
あ
る
（『
大
社
文
書
』
四
七
）。
二
石
七
斗
四
升
五
合
か
ら

立
用
分
三
斗
と
、当
春
に
銀
子
十
文
目
と
取
替
え
ら
れ
た
六
斗
四
升
を
差
し
引
い
た
分
、

併
せ
て
九
斗
四
升
を
引
く
と
倉
納
高
の
一
石
八
斗
五
合
に
な
る
。
収
納
高
・
倉
納
高
は

一
色
升
で
あ
り
、
六
斗
四
升
は
渡
升
で
は
一
石
六
斗
に
な
る
。
取
り
替
え
の
主
体
は
百

姓
か
ら
の
要
求
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
11
）
。

注
進
状
に
清
銭
で
納
め
ら
れ
た
清
料
が
書
か
れ
た
郷
村
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す

る
。
曲
村
は
前
述
し
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
。
内
殿
郷
は
替
物
銭
を
納
め
て
い
る
が
年

度
で
変
動
し
て
い
る
。
天
正
九
年
の
山
田
村
で
は
一
貫
二
四
六
文
の
内
、
二
七
七
文
が

空
眉
銭
、
九
六
九
文
が
公
事
銭
に
な
る
が
、
こ
の
う
ち
一
〇
〇
文
は
「
当
社
二
季
相
撲

立
用
之
」
と
さ
れ
、
残
り
一
貫
一
四
六
文
が
清
料
と
あ
る
（『
大
社
文
書
』
二
一
）。
天

正
十
一
年
・
十
二
年
の
注
進
状
で
は
、
相
撲
に
立
用
さ
れ
る
一
〇
〇
文
は
か
わ
ら
な
い

が
空
眉
銭
・
公
銭
（
公
事
銭
）
と
も
に
変
動
し
て
い
る
（『
大
社
文
書
』
三
九
・
四
五
）。

本
木
郷
は
、
天
正
十
一
年
の
注
進
状
で
は
六
八
二
文
が
替
物
銭
、
天
正
十
四
年
の
注
進

状
で
は
九
八
〇
文
が
替
物
銭
と
あ
る
よ
う
に
い
ず
れ
も
変
動
し
て
い
る
（『
大
社
文
書
』

三
六
・
四
八
）。
曲
村
の
注
進
状
で
は
、
清
銭
で
納
め
ら
れ
る
田
付
銭
以
下
は
公
銭
に

含
ま
れ
て
い
た
。
山
田
村
で
は
空
眉
銭
は
公
事
銭
（
公
銭
）
と
別
に
扱
わ
れ
て
お
り
、

本
木
郷
の
替
物
銭
が
公
事
銭
に
含
ま
れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

表
の
収
量
・
立
用
分
・
倉
納
高
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、
年
ご
と
の
増
減
は
郷
村
に

よ
っ
て
異
な
る
。
曲
村
と
ほ
ぼ
同
じ
年
の
注
進
状
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
東
郷
の
場
合
、

天
正
九
・
十
年
に
変
化
は
少
な
く
十
一
年
・
十
二
年
の
減
少
が
大
き
い
が
、
注
進
状
に

理
由
は
書
か
れ
て
い
な
い
（『
大
社
文
書
』
二
三
・
二
七
・
三
七
・
四
四
）。
天
正
十
年
・

十
一
年
前
後
の
注
進
状
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
他
の
郷
村
に
つ
い
て
も
、
天
正
十
年
の
洪

水
の
影
響
は
確
認
で
き
な
い
。
の
こ
さ
れ
て
い
る
注
進
状
か
ら
は
、
天
正
十
年
の
二
度

に
わ
た
る
大
雨
に
よ
る
洪
水
の
被
害
は
曲
村
に
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
升
に

つ
い
て
は
、
曲
村
で
は
収
量
と
立
用
分
は
公
田
升
・
給
升
・
渡
升
が
使
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
と
倉
納
高
に
升
の
名
称
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
遠
賀
庄
で
は
納
升
、
そ
の
他

の
郷
村
で
は
一
色
升
で
倉
納
さ
れ
て
い
る
（
地
島
の
泊
島
と
白
浜
の
麦
を
含
む
）。

曲
村
の
年
未
詳
の
注
進
状
が
何
年
の
も
の
か
確
定
で
き
な
い
が
、
表
三
の
よ
う
に
村
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山
田
郷
・
田
野
郷
・
池
田
郷
・
本
木
郷
・
山
口
郷
（
同
郷
は
立
用
分
以
下
が
闕
け
て
い

る
）
に
つ
い
て
は
、
天
正
十
四
年
と
他
の
年
度
と
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
正

十
四
年
に
な
る
と
倉
納
高
が
減
じ
て
い
る
郷
村
が
目
に
付
く
。

こ
の
原
因
は
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
自
然
災
害
に
よ
る
不
安
定
な
収
量
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
宗
像
氏
貞
領
を
と
り
ま
く
政
治
情
勢
の
変
化
も
あ
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
天
正
六
年
に
日
向
国
へ
出
兵
し
た
大
友
勢
は
島
津
勢
に
大
敗
し
、
大

友
氏
の
北
部
九
州
の
支
配
が
揺
ら
い
で
い
る
。
こ
の
中
で
天
正
九
年
十
一
月
十
三
日
に

氏
貞
勢
と
大
友
氏
の
家
臣
で
立
花
城
城
督
戸
次
道
雪
勢
が
鞍
手
郡
で
戦
い
、
大
友
氏
に

従
っ
て
い
た
氏
貞
と
大
友
氏
と
の
和
睦
が
破
綻
し
戦
争
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
島

津
氏
の
筑
前
国
進
出
と
天
正
十
四
年
三
月
四
日
に
氏
貞
が
死
去
し
た
こ
と
で
、
宗
像
氏

の
領
内
支
配
が
不
安
定
と
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
注
進
状
は
氏
貞
の
死
後
も
、

天
正
十
五
年
二
月
二
十
四
日
の
池
田
郷
天
正
十
四
年
御
米
注
進
状
ま
で
作
成
さ
れ
て
い

る
（『
大
社
文
書
』
五
二
）。
豊
臣
秀
吉
が
島
津
氏
攻
撃
の
た
め
九
州
へ
渡
海
し
小
倉
に

着
い
た
の
は
、
天
正
十
五
年
三
月
二
十
八
日
に
な
る
（
12
）
。

三　

注
進
状
の
立
用
分
か
ら
み
た
郷
村

曲
村
の
立
用
分
に
つ
い
て
み
た
が
、
他
の
郷
村
の
立
用
分
の
費
目
と
高
を
表
四
に
掲

げ
る
。
費
目
の
記
載
順
は
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
初
年
度
の
費
目
順

に
準
じ
て
掲
げ
て
い
る
。

立
用
分
の
う
ち
神
事
用
・
年
中
行
事
用
か
ら
み
て
い
く
。
御
神
米
に
つ
い
て
内
殿
郷

の
天
正
十
二
年
の
注
進
状
に
は
、「
当
社
年
中
八
ケ
度
祭
」
と
書
か
れ
て
い
る
（『
大
社

文
書
』
一
六
・
三
五
・
四
三
・
参
考
七
）。「
当
社
」
に
つ
い
て
は
、
山
田
村
の
天
正
九

年
の
注
進
状
に
も
「
当
社
二
季
相
撲
」
と
あ
る
（『
大
社
文
書
』
二
一
）。
当
社
と
は
内

殿
郷
と
山
田
郷
に
そ
れ
ぞ
れ
鎮
座
す
る
宗
像
社
の
末
社
を
さ
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
（
13
）
。『
正
平
年
中
行
事
』
に
は
「
内
殿
郷
若
宮
」「
十
所
王
子
社
」
が
あ
る
。

十
所
王
子
社
は
内
殿
の
日
吉
神
社
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
内
殿
郷
の
社
で
行
わ
れ
る
年

八
回
の
祭
事
に
あ
て
る
御
神
米
四
斗
が
、
毎
年
の
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
。
遠
賀
郡
遠

賀
庄
の
高
蔵
宮
で
は
、
年
中
御
神
米
四
十
一
石
八
斗
二
升
六
合
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い

る
（『
大
社
文
書
』
二
九
）。
鞍
手
郡
の
山
口
郷
で
は
年
十
四
回
の
祭
事
の
た
め
に
一
石

四
斗
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
（『
大
社
文
書
』
四
〇
）。『
正
平
年
中
行
事
』
に
「
山

口
若
宮
社
」
と
あ
る
末
社
の
祭
事
用
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
地
島
の
天
正
十
年
の
両

島
注
進
状
に
あ
る
泊
島
と
天
正
十
一
年
の
泊
島
の
御
神
麦
三
斗
も
毎
年
の
立
用
分
と
さ

れ
て
い
る
（『
大
社
文
書
』
二
五
・
三
四
）。『
正
平
年
中
行
事
』
に
は
「
厳小
島島
社
」「
市

杵
島
姫
社
白
浜
」、「
泊
若
宮
社
」「
伯（

泊
）若

宮
明
神
」
が
あ
る
。
御
神
麦
は
泊
の
末
社
に

関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

山
田
村
の
二
季
相
撲
は
毎
年
一
〇
〇
文
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
（『
大
社
文
書
』

二
一
・
三
九
・
四
五
）。『
正
平
年
中
行
事
』
に
は
「
山
田
若
宮
社
」「
山
田
郷
若
宮
明
神
」、

「
妙
見
社
」「
白
山
権
現
」
が
あ
る
。
若
宮
明
神
（
現
在
の
若
宮
八
幡
宮
）
の
祭
事
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

田
野
郷
で
は
、
与
里
嶽
（
与
里
岳
）、
森
嶽
（
森
岳
）、
波
折
社
（
波
折
）
の
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
毎
年
一
斗
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
（『
大
社
文
書
』
一
八
・
四
二
・
四
七
・

五
〇
）。『
正
平
年
中
行
事
』
に
は
「
与
里
嶽
社
」「
与田
里野
嶽郷
明
神
」、「
杜田野
郷社
」「
杜同
社郷
明

神
」、「
余田野
郷波
社
」
が
あ
る
。
与
里
嶽
は
依
嶽
神
社
、
森
嶽
と
波
折
社
は
依
嶽
神
社
境
内
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社
の
森
社
と
波
折
社
に
な
る
。

池
田
郷
で
は
、
吼
大
寺
（
孔
大
寺
）・
粢
田
社
（
粢
殿
）・
釈
迦
堂
（
釈
迦
行
・
釈
迦
・

釈
迦
院
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、毎
年
一
斗
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
（『
大
社
文
書
』

一
九
・
三
三
・
参
考
五
・
五
一
）。『
正
平
年
中
行
事
』
に
は
「
孔
大
寺
権
現
」、「
池
田

若
宮
社
」「
池
田
若
宮
明
神
」
が
あ
る
。『
吉
野
期
神
事
目
録
』
に
は
「
粢
田
若
宮
」
が

あ
る
。
孔
大
寺
は
孔
大
寺
神
社
、
粢
田
社
は
粢
田
神
社
に
な
る
。
釈
迦
堂
は
『
福
岡
県

地
理
全
誌
』
に
池
田
村
字
桜
に
釈
迦
堂
が
あ
る
が
、
こ
れ
以
前
に
関
係
す
る
史
料
は
な

い
（『
福
岡
県
史
』
近
代
資
料
編
）。

本
木
郷
で
は
、
鏑
流
馬
幷
的
（
鏑
流
馬
的
）
に
毎
年
二
斗
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る

（『
大
社
文
書
』
三
六
・
四
八
）。『
正
平
年
中
行
事
』
に
は
「
本
木
若
宮
社
」「
同
老
松
社
」

「
本
木
社
若
宮
明
神
二
社
内
宗
像
社
一
方

生
松
明
神
一
方
」
が
あ
る
。

在
自
郷
で
は
牧
口
社
一
斗
の
他
に
粥
五
升
と
引
敷
一
斗
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る

（『
大
社
文
書
』
参
考
四
）。
粥
と
引
敷
は
牧
口
社
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。『
正
平
年

中
行
事
』
に
は
「
在
自
牧
口
社
小
神

若
宮
」「
在
自
郷
牧
口
大
明
神
」「
同
郷
若
宮
明
神
」
が

あ
る
。

次
に
年
中
行
事
に
関
す
る
立
用
分
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
村
に
は
末

社
が
鎮
座
し
て
お
り
、社
の
祭
礼
と
の
か
か
わ
り
も
考
え
ら
れ
る
。
内
殿
郷
で
は
毎
年
、

「
御
百
性
中
節
合
五
斗
」
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
。
山
田
村
で
は
毎
年
、「
膳
節
々
合
」

（「
御
百
性
膳
節
々
合
」）
三
斗
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
。
土
穴
郷
で
は
毎
年
、
元
節

供
、
修
正
（
修
正
行
）、
御
神
楽
米
（
神
楽
米
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
斗
五
升
、「
御
百
性
節

合
」「
御
百
性
中
節
合
」「
節
合
」
三
斗
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
（『
大
社
文
書
』
三
一
・

三
八
・
四
六
）。
天
正
十
年
の
両
島
注
進
状
に
は
泊
島
と
白
浜
の
そ
れ
ぞ
れ
三
斗
が
「
御

表
四　

曲
村
以
外
の
郷
村
の
立
用
分
費
目
と
高

郷
村
名

年
号

費
目
と
高

内
殿
郷
天
正
８
年

八
ケ
度
御
神
米
四
斗　

御
百
性
中
節
合
五
斗　

公
文
三
斗 

散
仕
三
斗

天
正
11
年

年
中
御
神
米
四
斗　

御
百
性
中
節
合
五
斗　

公
文
三
斗 

散
仕
三
斗

天
正
12
年

当
社
年
中
八
ケ
度
祭
四
斗　

御
百
性
中
節
合
五
斗 

公
文
三
斗　

散
仕
三
斗

天
正
13
年

年
中
御
神
米
四
斗　

御
百
性
中
節
合
五
斗　

公
文
三
斗 

散
仕
三
斗

田
野
郷
天
正
８
年

与
里
嶽
一
斗　

森
嶽
一
斗　

波
折
社
一
斗

天
正
11
年

与
里
岳
一
斗　

森
嶽
一
斗　

波
折
一
斗　

大
畔
橋
二
斗

天
正
12
年

与
里
岳
一
斗　

森
岳
一
斗　

波
折
一
斗

天
正
14
年

与
里
岳
一
斗　

森
岳
一
斗　

波
折
一
斗　

橋
二
斗

池
田
郷
天
正
８
年

吼
大
寺
一
斗　

粢
田
社
一
斗　

釈
迦
堂
一
斗

天
正
10
年

吼
大
寺
一
斗　

粢
殿
一
斗　

釈
迦
行
一
斗　

散
仕
一
斗

天
正
13
年

孔
大
寺
一
斗　

粢
殿
一
斗　

釈
迦
一
斗　

散
仕
一
斗

天
正
14
年

孔
大
寺
一
斗　

粢
殿
一
斗　

釈
迦
院
一
斗　

散
仕
一
斗

山
田
村
天
正
９
年

膳
節
々
合
三
斗　

公
文
三
斗　

井
手
料
一
斗 

当
社
二
季
相
撲
百
文

天
正
11
年

御
百
性
膳
節
々
合
三
斗　

代
官
三
斗　

井
手
料
一
斗 

相
撲
百
文

天
正
12
年

膳
節
々
合
六
斗　

井
手
料
一
斗　

相
撲
百
文

御
用
注

進
状

天
正
９
年

穂
懸
五
升　

秣
一
斗
二
升　

盆
米
一
斗
五
升　

公
文
三
斗

天
正
10
年

穂
懸
五
升　

秣
一
斗
二
升　

盆
米
一
斗
五
升

東
郷

天
正
９
年

井
料
二
斗

天
正
10
年

井
手
料
二
斗　

尻
高
堤
五
升

天
正
11
年

井
料
二
斗

天
正
12
年

井
料
二
斗
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百
性
中
御
祝
」
の
立
用
分
と
さ
れ
て
お
り
、
翌
年
の
泊
島
注
進
状
で
は
三
斗
が
「
御
百

性
中
」
の
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
（『
大
社
文
書
』
二
五
・
三
四
）。
御
用
注
進
状
で
は

穂
懸
五
斗
、
秣
一
斗
二
升
、
盆
米
一
斗
五
升
が
毎
年
の
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
な
用
途
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
祭
事
か
年
中
行
事
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
内

殿
郷
・
山
田
村
・
土
穴
郷
で
は
御
百
姓
の
節
会
が
立
用
分
と
さ
れ
、
地
島
の
泊
と
白
浜

で
は
「
御
百
性
中
御
祝
」
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
田
野
郷
の
天

正
十
二
年
の
注
進
状
に
書
か
れ
て
い
る
当
春
銀
子
十
文
目
取
り
替
え
の
主
体
は
百
姓
で

あ
っ
た
（『
大
社
文
書
』
四
七
）。
郷
村
の
末
社
の
祭
事
も
百
姓
が
中
心
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
単
年
度
の
分
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
あ
げ
た
立
用
分
は
固
定
さ
れ
、
郷

村
に
留
保
さ
れ
て
い
る
。

灌
漑
・
治
水
用
の
立
用
分
は
、
山
田
村
で
井
手
料
一
斗
が
毎
年
の
立
用
分
と
さ
れ
て

い
る
。
東
郷
で
は
井
料
（
井
手
料
）
二
斗
が
毎
年
の
立
用
分
と
さ
れ
、
天
正
九
年
に
は

尻
高
堤
五
升
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
（『
大
社
文
書
』
二
三
・
二
七
・
三
七
・
四
四
）。

山
口
郷
で
は
井
手
料
五
斗
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
。
山
田
村
と
東
郷
の
井
手
料
は
固

定
さ
れ
て
い
る
。
田
野
郷
で
は
天
正
十
一
年
の
注
進
状
に
大
畔
橋
二
斗
、
天
正
十
四
年

の
注
進
状
に
橋
二
斗
が
立
用
さ
れ
お
り
、
同
じ
橋
を
さ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
井
手

料
（
井
料
）、
橋
が
立
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
曲
村
と
同
様
、
郷
村
の
百

姓
が
設
置
・
管
理
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
、
内
殿
郷
で
は
毎
年
、
三
斗
が
そ
れ
ぞ
れ
公
文
と
散
仕
の
立
用
分
と
さ
れ
て

い
る
。
池
田
郷
で
は
天
正
八
年
に
は
な
い
が
、
天
正
十
年
・
十
三
年
・
十
四
年
に
散
仕

の
一
斗
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
。
御
用
注
進
状
で
は
天
正
九
年
に
公
文
の
三
斗
が
立

用
分
と
さ
れ
て
い
る
（『
大
社
文
書
』
二
二
）。
両
島
天
正
十
年
検
麦
注
進
状
で
は
泊
島

で
三
斗
が
公
文
に
立
用
さ
れ
て
い
る
（
翌
年
の
注
進
状
に
も
あ
る
）。
白
浜
で
は
二
石

八
斗
四
升
の
う
ち
「
一
石　

公
文
分　

今
御
倉
納
」「
一
石
一
升　
三
分
二
地
頭
分
」「
五

斗
三
升　
三
分
一
御
倉
納
」「
三
斗　

御
百
性
中
御
祝
立
用
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
三

分
二
地
頭
分
」「
御
百
性
中
御
祝
」
が
立
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
「
壱
石
定
麦　

弁

済
仕
分
」
が
今
御
倉
納
と
さ
れ
て
い
る
。
土
穴
郷
で
は
毎
年
、
公
文
三
斗
と
散
仕
二
斗

が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
。
勝
浦
村
で
は
公
文
三
斗
が
立
用
分
と
さ
れ
て
い
る
（『
大

社
文
書
』参
考
三
）。山
田
村
の
天
正
九
年
の
注
進
状
に
は
公
文
三
斗
が
立
用
分
と
さ
れ
、

天
正
十
一
年
の
注
進
状
で
は
代
官
三
斗
が
立
用
分
と
あ
る
よ
う
に
、
公
文
と
代
官
は
同

意
と
思
わ
れ
る
。
翌
年
の
注
進
状
に
は
公
文
・
代
官
共
に
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
三
斗
も

書
か
れ
て
い
な
い
。

泊
島

天
正
10
年

御
神
麦
三
斗　

公
文
三
斗　

御
百
性
中
御
祝
三
斗

天
正
11
年

神
麦
三
斗　

公
文
三
斗　

御
百
性
中
三
斗

白
浜

天
正
10
年

三
分
二
地
頭
分
一
石
一
升　

御
百
性
中
御
祝
三
斗

遠
賀
庄
天
正
10
年

高
蔵
宮
年
中
御
神
米
四
十
一
石
八
斗
二
升
六
合

土
穴
郷
天
正
10
年

元
節
供
一
斗
五
升　

修
正
一
斗
五
升　

御
神
楽
米
一
斗
五
升　

御
百
性
節
合
三
斗　

公
文
三
斗　

散
仕
二
斗

天
正
11
年

元
節
供
一
斗
五
升　

修
正
行
一
斗
五
升　

御
神
楽
米
一
斗
五
升　

御
百
性
中
節
合
三
斗　

公
文
三
斗　

散
仕
二
斗

天
正
12
年

元
節
供
一
斗
五
升　

修
正
一
斗
五
升　

神
楽
米
一
斗
五
升 

節
合
三
斗　

公
文
三
斗　

散
仕
二
斗

本
木
郷
天
正
11
年

鏑
流
馬
幷
的
二
斗

天
正
14
年

鏑
流
馬
的
二
斗

山
口
郷
天
正
11
年

年
中
十
四
ヶ
度
祭
一
石
四
斗　

井
手
料
五
斗

勝
浦
村
天
正
13
年

公
文
三
斗

在
自
郷
天
正
13
年

牧
口
社
一
斗　

粥
五
升　

引
敷
一
斗
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公
文
、
散
仕
（
散
使
）、
弁
済
仕
、
代
官
は
公
領
・
荘
園
を
管
理
す
る
た
め
に
お
か

れ
て
い
た
役
職
に
な
る
。
注
進
状
が
書
か
れ
た
当
時
、
郷
村
に
そ
の
役
職
が
お
か
れ
有

力
百
姓
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
御
百
姓
の
存
在
か
ら
は
、
郷
村
に
留
保

さ
れ
る
立
用
分
の
た
め
に
前
代
の
役
職
名
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
立
用
分
は
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い
た
。

お
わ
り
に

注
進
状
か
ら
は
、
郷
村
の
収
量
か
ら
灌
漑
・
治
水
関
係
、
鎮
座
す
る
社
の
神
事
関
係
、

年
中
行
事
な
ど
の
立
用
分
が
差
し
引
か
れ
、
倉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
曲
村

の
鷹
見
宮
は
宗
像
社
の
末
社
と
確
認
で
き
な
い
が
、
多
く
の
郷
村
で
は
宗
像
社
末
社
の

祭
事
と
、「
御
百
性
中
節
合
」
な
ど
の
年
中
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
曲
村
で
は
百
姓

と
名
子
が
節
会
に
参
加
し
て
い
る
。
名
子
は
御
用
作
に
携
わ
り
、
村
外
に
も
出
作
し
て

い
た
よ
う
に
、
宗
像
氏
に
掌
握
さ
れ
曲
村
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
名

子
も
曲
村
の
構
成
員
の
一
員
で
あ
り
、
節
会
の
み
な
ら
ず
鷹
見
宮
九
日
祭
な
ど
の
祭
事

に
も
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

堤
料
・
井
手
料
（
井
料
）
な
ど
の
灌
漑
・
治
水
の
た
め
の
立
用
分
も
確
認
で
き
る
。

百
姓
は
こ
れ
ら
の
利
水
設
備
を
造
成
・
維
持
・
管
理
し
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
注
進
状

に
署
名
し
た
倉
納
を
担
当
す
る
図
師
以
下
の
実
務
担
当
者
と
交
渉
し
て
い
た
。
大
雨
・

洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
不
作
時
に
も
百
姓
が
倉
納
分
の
減
免
交
渉
に
あ
た
っ

た
。そ

の
他
、
公
文
、
散
仕
、
代
官
な
ど
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
態
は
な
く
、

名
目
上
計
上
さ
れ
、
郷
村
に
留
保
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
注
進
状
か
ら
は
自
然
災
害
に
よ
る
不
安
定
な
生
産
、
郷
村
に
生
き
る
百

姓
・
名
子
の
様
子
、
百
姓
に
よ
る
自
治
な
ど
、
倉
納
地
の
郷
村
の
様
子
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

小
早
川
隆
景
が
豊
臣
秀
吉
か
ら
筑
前
国
を
与
え
ら
れ
る
と
、
注
進
状
に
書
か
れ
た
郷

村
の
う
ち
田
野
郷
だ
け
が
社
領
と
さ
れ
て
い
る
。

�

（
元
福
岡
県
立
図
書
館
職
員
）

註（
1
）「
嶺
文
書
」
は
宗
像
大
社
に
三
十
八
通
と
目
録
、松
崎
文
書
館
に
五
通
を
所
蔵
。『
宗
像
市
史
』

史
料
編
中
世
２
（
一
九
九
六
年
）
と
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
（
二
〇
〇
九
年
）
に
「
嶺

家
文
書
」
の
史
料
群
名
で
収
録
。
後
者
に
は
堀
本
一
繁
氏
に
よ
る
「
嶺
家
文
書
」
の
解
題

と
史
料
ご
と
の
註
解
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
『
宗
像
大
社
文
書
』
は
『
大
社
文
書
』

と
略
し
、「
嶺
家
文
書
」
の
史
料
番
号
の
み
記
載
し
引
用
し
た
。「
嶺
家
文
書
」
以
外
の
史

料
は
『
宗
像
市
史
』
か
ら
引
用
し
、『
市
史
』
と
略
し
史
料
群
名
と
史
料
番
号
を
記
載
し
た
。

あ
わ
せ
て
「
嶺
家
文
書
」
以
外
の
『
大
社
文
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
史
料
は
、
巻
数
の

み
記
載
し
た
。

（
2
）
署
名
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
注
進
状
を
除
け
ば
、
天
正
十
年
十
月
二
十
八
日
の
遠
賀
庄
天

正
十
年
御
米
注
進
状
に
は
豊
福
長
賀
・
吉
田
良
知
・
高
山
栄
秀
の
署
名
が
な
い
（『
大
社
文
書
』

二
九
）。
連
署
状
の
六
名
の
署
名
順
序
は
定
ま
っ
て
い
る
が
、
氏
貞
家
臣
が
二
番
目
に
連
署

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
堀
本
氏
は
「
嶺
家
文
書
」
解
題
で
、
連
署
し
た
家
臣
と
社
領
の

存
在
す
る
郷
村
と
の
つ
な
が
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
曲
村
の
注
進
状
に
氏
貞
家
臣
の
署
名
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は
な
い
。

（
3
）『
宗
像
神
社
史
』
下
巻
第
十
三
章
第
四
節
第
一
項
、一
九
六
六
年
。
特
に
断
ら
な
い
限
り
、『
宗

像
神
社
史
』
と
は
同
項
か
ら
の
引
用
に
な
る
。
堀
本
氏
「
嶺
家
文
書
」
解
題
も
参
照
。
注

進
状
を
宗
像
社
の
倉
に
納
め
ら
れ
る
社
領
の
も
の
と
す
れ
ば
、
宗
像
氏
直
轄
料
と
の
関
係

が
問
題
に
な
る
。
御
米
注
進
状
が
発
給
さ
れ
る
前
に
な
る
が
、
天
正
三
年
十
一
月
十
五
日

に
吉
田
貞
辰
は
氏
貞
か
ら
父
親
で
あ
る
吉
田
秀
時
の
知
行
地
と
、
遠
賀
郡
の
内
浦
郷
と
地

島
の
白
浜
代
官
職
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
（「
吉
田
ツ
ヤ
文
書
」『
市
史
』
五
七
〇
―
二
、『
大

社
文
書
』
第
三
巻
）。
注
進
状
で
は
内
浦
郷
と
白
浜
に
倉
納
地
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
本
稿

で
は
注
進
状
を
家
臣
の
知
行
地
と
は
異
な
る
倉
納
地
の
郷
村
の
実
態
を
知
る
た
め
の
史
料

と
し
て
利
用
し
、
社
領
と
直
轄
料
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
。

（
4
）「
坪
付
状
か
ら
み
た
宗
像
氏
貞
家
臣
知
行
地
の
郷
村
」（『
駒
澤
史
学
』九
四
号
、二
〇
二
〇
年
）。

（
5
）
御
用
注
進
状
に
つ
い
て
『
宗
像
神
社
史
』
の
一
覧
表
は
村
名
欠
と
す
る
。
堀
本
氏
は
『
大
社

文
書
』
二
二
註
解
（
１
）
で
、
本
文
中
に
「
諸
郷
御
用
作
」
と
あ
る
の
で
宗
像
氏
の
支
配
領

域
内
に
散
在
す
る
小
規
模
の
直
轄
領
か
ら
収
納
さ
れ
る
貢
祖
を
集
計
し
た
も
の
か
と
す
る
。

（
6
）『
宗
像
神
社
史
』
は
注
進
状
の
一
覧
表
で
天
正
十
二
年
分
に
収
録
。
堀
本
氏
は
『
大
社
文
書
』

五
三
註
解
（
１
）
で
第
三
宮
と
鐘
楼
の
造
営
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
正
十
二
年

か
ら
十
四
年
の
発
給
と
す
る
。

（
7
）
曲
の
歴
史
は
、『
日
本
歴
史
地
名
体
系　

福
岡
県
の
歴
史
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）
宗

像
市
曲
村
参
照
。
地
形
な
ど
は
『
新
修
宗
像
市
史
う
み
・
や
ま
・
か
わ
』
口
絵
３
―
１
―
Ａ
・

Ｅ
、
第
２
章
第
１
節
第
２
節
、
第
３
章
第
１
節
（
二
〇
一
九
年
）。『
宗
像
市
史
』
通
史
編

第
一
巻
自
然
・
考
古
第
２
章
第
１
節
、
第
２
節
（
一
九
九
七
年
）
参
照
。

（
8
）
天
正
十
年
三
月
七
日
、
宗
像
氏
家
臣
が
第
一
宮
に
願
文
を
納
め
、「
鐘
一
口
鋳
之
、
幷
楼
閣

御
建
立
」
を
誓
約
し
て
い
る
（「
新
撰
宗
像
記
考
証
」『
市
史
』
六
二
九
―
一
）。
翌
十
一
年

四
月
十
七
日
に
鐘
が
新
鋳
さ
れ
て
い
る
（「
宗
像
文
書
」『
市
史
』
六
四
八
、『
大
社
文
書
』

第
二
巻
）。
第
三
宮
と
鐘
楼
の
造
営
が
引
き
続
き
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
9
）『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』。『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
に
は

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
の
棟
札
が
あ
り
、
鷹
見
権
現
と
書
か
れ
て
い
た
と
あ
る
。

（
10
）
年
未
詳
十
二
月
二
十
日
付
竹
井
宮
内
丞
・
瓜
生
彦
太
郎
・
畔
口
新
蔵
人
宛
畔
口
兼
続
他
庄

内
各
々
中
連
署
訴
状
か
ら
、
宗
像
社
辺
津
宮
第
一
宮
造
営
時
に
遠
賀
庄
へ
段
米
が
課
せ
ら

れ
て
い
た
が
、
こ
の
他
に
「
当
社
高
蔵
宮
」
造
営
の
た
め
に
段
米
が
段
別
に
三
升
課
せ
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（「
竹
井
文
書
」『
市
史
』
五
八
一
）。　

（
11
）『
大
社
文
書
』
四
七
註
解
参
照
。

（
12
）
氏
貞
死
後
の
宗
像
氏
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
で
述
べ
て
い
る
。
拙
著
『
戦
国
時
代
の

筑
前
国
宗
像
氏
』
第
三
編
第
一
章
、
第
四
編
第
一
章
（
初
出
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
〇
年
）、

花
乱
社
、
二
〇
一
六
年
。
拙
稿
「
豊
臣
秀
吉
の
九
州
出
兵
と
宗
像
氏
宛
発
給
文
書
」（『
宗

像
市
史
研
究
』
創
刊
号
、二
〇
一
八
年
）。「
新
出
宗
像
才
鶴
宛
豊
臣
秀
吉
文
書
と
宗
像
才
鶴
」

（『
宗
像
市
史
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
13
）
宗
像
大
社
所
蔵
の
神
事
・
年
中
行
事
関
係
の
諸
本
は
、『
大
社
文
書
』
第
三
巻
に
収
録
さ
れ
、

森
茂
暁
氏
が
解
題
と
註
解
を
し
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年
）。
本
文
で
は
諸
郷
に
末
社
が
鎮
座

し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、『
正
平
二
十
三
年
宗
像
宮
年
中
行
事
』（『
正
平
年

中
行
事
』
と
略
す
）
と
『
吉
野
朝
神
事
目
録
』
か
ら
末
社
を
引
用
し
た
。
史
料
に
み
え
る

諸
郷
の
末
社
に
つ
い
て
は
『
宗
像
神
社
史
』
上
巻
第
七
章
第
二
節
第
五
項
（
一
九
六
一
年
）

と
森
氏
に
よ
る
註
解
参
照
。
神
事
史
料
に
つ
い
て
は
、
河
窪
奈
津
子
「
宗
像
大
社
所
蔵
の

神
事
史
料
」（『
神
道
宗
教
』
二
一
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。
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